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泊原発3号機でのプルサーマル計画を許さないための新聞意見広告カンパについて

　

日頃のご健闘に対し、心より敬意を表します。

泊３号機でのプルサーマル計画に対して、平和運動フォーラムなど「脱原発・クリーンエネルギー」市民の会は、９月17日に北海道知事に対して109,742筆の反対署名を提出し、計画に同意しないことを求めました。これに対して道は、慎重に取り扱うとはしたものの必要性や経済性については依然として独自の検討を行う姿勢は示していません。また、10月８日、105,842筆の署名を、それぞれ４町村（岩内町、共和町、泊村、神恵内村）に手渡してきたところです。
このような中、道と地元４町村は、10月12日、岩内地方文化センターにおいて「プルサーマル計画に関する公開シンポジウム～みんなで考えるプルサーマル計画～」を開催しました。

本シンポジウムは、冒頭の山本副知事の挨拶では、「プルサーマル計画について地元住民のみならず、広く道民からご意見を頂く」としていたものの、①中間報告について幅広く意見をいただくとしながら、中間報告を事前に配布せず、さらには中間報告に関する意見を全く求めなかったこと、②多くの発言を希望する参加者にいたにも拘わらず、強引にシンポジウムを終了するなど、道はプルサーマル計画に反対する意見については扱う意志がなく、自らに都合の良いものだけを利用し結論づけようとしています。
　平和運動フォーラムなど「脱原発・クリーンエネルギー」市民の会は、当面は、プルサーマル計画に対する知事判断の時期を12月と想定し、①地元を中心にチラシ配布、②キャラバン行動、③公開シンポジウム、④新聞の意見広告などにとりくむこととしています。

　特に新聞意見広告のとりくみは、「有識者検討会議」最終報告が発表された後、広く道民の計画中止を求める声を高め、知事に同意しない旨の判断を求めるものです。また、新聞意見広告のためのカンパを募ることで一人でも多くの道民にプルサーマル計画の危険性を理解してもらい、反対の声を高めることを目的としています。

　各単組・総支部におかれましては、カンパの趣旨をご理解頂き、従来行われてきた脱原発・反プルトニウムの運動に加えて、「新聞意見広告カンパ」のとりくみをよろしくお願いします。

記

１．名　　称　　泊原発３号機でのプルサーマル計画を許さないための新聞意見広告カンパ
２．とりくみ団体　　「脱原発・クリーンエネルギー」市民の会
３．掲載時期　　１１月下旬を想定
４．掲載新聞　　北海道新聞　半面を予定
５．目標金額　　３５０万円以上（各単組　５，０００円以上）
６．カ ン パ 額　　 個人１口　１，０００円

　　　　　　　　　　団体１口　３，０００円

７．取り組み期間　　１１月１０日までとします。

８．振り込み先　　郵便為替　０２７９０—４—４５５１８

　　　　加入者名　脱原発・クリーンエネルギー市民の会
９．取り組み報告　　取り組み結果を11月10日までに道本部までＦＡＸ願います。
　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　　０１１－７００－２０５３
10．チラシ送付　　　資料としてチラシを送付していますので活用願います。チラシが足りない場合は、増す刷りして下さい。
11．その他　　振替用紙には、「意見広告カンパ」とお名前の公表の可否について明記して下さい。
	ＦＡＸ：０１１－７００－２０５３（道本部政治部　小檜山・佐々木）
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